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常任委員会の紹介 議長・副議長の紹介議長・副議長の紹介

新議長・新副議長新議長・新副議長
に聞きましたに聞きました

議長　栗 原 京 子

　このたび東伊豆町議会議長に就任いた
しました栗原京子です。子育て支援や高
齢者の安心な暮らし、観光振興など、町
の未来を見据えた取り組みに議会一丸と
なって努めてまいります。町民の皆様に
とって身近で開かれた議会を目指し、皆
様の声に真摯に耳を傾けながら、笑顔あ
ふれる東伊豆町を共に築いていきたいと
願っています。今後ともご支援をお願い
いたします。

これからどのような活動を目指しますか

副議長　稲 葉 義 仁

　町民の皆さんにとってもっと身近で開
かれた議会となれるよう、しっかりと議
長をサポートしながら、様々な機会で意
見交換の場を設けるなど、気軽に声をか
けてもらえるようになること、また頂い
た意見を議会の提言として取りまとめ、
よりよい町づくりに貢献していくことを
意識して取り組んでいきたいと思います。

これからどのような活動を目指しますか

５月20日の令和７年第１回臨時会において、常任委員会委員
を選出しました。これから２年間よろしくお願いいたします。

総務経済常任委員会
委　員　長　鈴木　伸和
副委員長　山田　豪彦
委　　員　稲葉　義仁
委　　員　須佐　　衛
委　　員　内山　愼一
委　　員　定居　利子

　所管する産業経済の振興を基本とし、
地域内経済の循環を主テーマとして様々
な産業分野を学びながら、関係者の方々
からの意見聴取や調査研究活動を行う。

これからどのような活動を目指しますか

文教厚生常任委員会

　老朽化した水道管が問題になってい
る水道事業、見直しが行われている町
防災計画、部活は地域で行う地域移行
問題、不登校の増加など町民生活に係
わる問題を調査して提案していきたい。

これからどのような活動を目指しますか

委　員　長　西塚　孝男
副委員長　山田　直志
委　　員　楠山　節雄
委　　員　笠井　政明
委　　員　栗原　京子
委　　員　村木　　脩

議 長 選 挙 結 果 栗原京子　11票　　須佐　衛　１票

副　議　長　選　挙　結　果 稲葉義仁　９票　　須佐　衛　３票　
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定 例 会定 例 会

　新しい学校を創るために
熱川中学校周辺の土地が活
用可能か、調査・測量、道
路設計を行います。

学校整備に向けて周辺地の測量1Pickup

2,362万円

　予算で計画した分娩施設
通院費用補助が見直された
ため。町は独自に検診のた
めの通院に60分以上かか
る妊婦さん交通費（車、電
車、タクシー）の８割を補
助します。

妊婦健康診査交通費等支援2Pickup

196万円

3Pickup

　縦貫道のトンネル
工事の残土を使い稲
取地区の２カ所で農
地造成をするために
換地等の調査を行い
ます。

300万円

縦貫道残土で農地造成へ

　稲取漁港の田町堤
防、離岸堤防の耐震・
津波対策工事を県が
行います。その事業
の一部を町が負担し
ます。

292万円

津波等に強い堤防へ
4Pickup

330万円

観光コンセプト検討
5Pickup

　町をどういう観光地
にするのか。地域ごと
の方向性などを話し合
い、まとめます。

　全国的に発覚した
ＴＶ付きカーナビ
ゲーションのＮＨＫ
受信料未払い問題に
おいて当町でも調査
を行ったところ、車
両12台分のＮＨＫ受
信料未払いが発覚し
たため一括で支払い
ます。

159万円

カーナビテレビ視聴料
6Pickup

　　　第２回第２回
定例会定例会 て周辺地の測量へ学校整備に向け

　令和７年第２回定例会を６月12日から13日までの会期
審議した結果、全て原案通り可決しました。また、一般質

で開催し、条例改正２件・財産の取得２件・補正予算３件などを
問は８人の議員が登壇しました。（８～11ページ参照）

５歳児検診開始7Pickup

　町の単独事業として、５歳児の健康診断を
保健センターで行います。
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そ の 他 委 員 会

第２回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条例の一部改正

議案第35号
会計年度職員の給与等に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第36号　国民健康保険税条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補　正　予　算

議案第39号　令和７年度一般会計補正予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第40号
令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 41 号
令和７年度水道事業会計補正予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

委員選任の同意

同意案第16号　固定資産評価審査委員会委員の選任 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意案第17号　教育委員会委員の任命 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財 産 の 取 得

議案第37号　災害用バイオトイレ 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第38号　災害用トイレトレーラー 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

第１回臨時会の議案と各議員の 賛 否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

専　決　承　認

専決承認第２号　町税賦課徴収条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

委員選任の同意

同意案第11号　町監査委員の選任 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意案第12号　稲取財産区管理会委員の選任 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意案第13号　稲取財産区管理会委員の選任 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意案第14号　稲取財産区管理会委員の選任 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意案第15号　固定資産評価員の選任 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

令和７年５月20日開催

※監査委員は、町の事務を質疑・審査できる立場であることから、以下のような慣例がある。
　・常任委員会以外の委員に所属しないこと。
　・一般質問をなるべく控えること。

その他委員会

山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

総務経済常任委員会 〇 ◎ ☆ ☆ ☆ ☆

文教厚生常任委員会 ☆ ☆ ☆ ◎ ☆ 〇

議会運営委員会 ☆ ☆ ◎ ☆ 〇

議会広報編集委員会 ☆ ☆ 〇 ◎ ☆ ☆

監査委員 ☆

稲取財産区管理会 ☆ ☆ ☆

東河環境センター議会 ☆ ☆ ☆

伊豆斎場組合議会 ☆ ☆

一部事務組合下田メディカルセンター
議会 ☆ ☆

駿東伊豆消防組合議会 ☆ ☆

東伊豆町国民健康保険運営協議会 ☆ ☆ ☆ ☆

東伊豆町都市計画審議会 ☆ ☆

東伊豆町空家等対策協議会 ☆

東伊豆町社会福祉協議会 ☆

伊豆横断道路建設促進期成同盟会 ☆ ☆

伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会 ☆

河津下田道路及びアクセス道路建設期
成同盟会 ☆

伊豆縦貫自動車道「天城峠道路」及び
アクセス道路網建設促進期成同盟会 ☆

東伊豆町町民安全連絡会議 ☆

提案型まちづくり補助金審査委員会 ☆ ☆

議　員　名

組　織　名

◎委員長　〇副委員長　☆委員
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

路側帯が狭い
国道の白田橋

Ｑ

Ａ
国道の白田橋上流側への側道橋の要望は
現状では考えていない

説明会の様子

Ｑ

Ａ
幼小中学校の一貫校の候補地は
総合的に熱川中学校が望ましいと判断

　
　
委
員
会
か
ら
は
熱
川
中

学
校
が
望
ま
し
い
と
の
答
申

で
あ
っ
た
。
稲
取
地
区
に
選
定

す
れ
ば
全
児
童
生
徒
が
歩
い

て
通
学
で
き
る
が
、
熱
川
中
学

校
で
は
電
車
、
バ
ス
等
の
通

学
と
な
り
、
費
用
が
掛
か
る
。

利
便
性
や
戝
政
負
担
が
あ
り

経
済
性
に
欠
け
る
が
、
そ
の
辺

の
配
慮
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
学
校
教
育
環
境
整
備
委

員
会
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う

な
教
育
が
将
来
の
子
供
た
ち

に
と
っ
て
い
い
の
か
を
一
番

に
検
討
い
た
だ
く
よ
う
依
頼

し
、
そ
の
結
果
熱
川
中
学
校
が

望
ま
し
い
と
の
答
申
と
な
っ

た
と
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り

町
の
財
政
負
担
よ
り
こ
れ
か

ら
の
児
童
生
徒
の
教
育
環
境

を
優
先
し
て
方
向
づ
け
を
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
熱
川
中
学
校
を
候
補
地

と
し
て
「
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建

設
」「
敷
地
拡
張
の
た
め
の
造

成
」
の
設
計
業
務
委
託
を
予
定

し
て
い
る
が
そ
の
結
果
で
候

補
地
の
変
更
は
あ
る
か
。

　
　
調
査
を
進
め
る
中
で

様
々
な
事
が
確
認
で
き
る
か

と
思
う
。
選
択
肢
と
し
て
可
能

性
を
全
て
排
除
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
現
状
で
は
熱
川
中

学
校
が
最
適
と
考
え
て
い
る
。

　
　
住
民
説
明
会
、
保
護
者
説

明
会
の
開
催
は
５
回
で
67
名

の
出
席
者
と
聞
く
。
理
解
を
得

る
た
め
今
後
ど
の
よ
う
な
機

会
を
設
け
る
の
か
。

　
　
今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
やYouTube

の
動
画
作
成
、
広
報
誌
へ
の
特

集
記
事
の
掲
載
等
で
理
解
を

得
て
い
き
た
い
。

内
うち

山
やま

　愼
しん

一
いち

議員

　
　
令
和
４
年
の
５
月
に
下

田
土
木
事
務
所
に
側
道
橋
の

要
望
を
行
っ
た
と
い
う
が
、

報
告
会
の
意
見
も
踏
ま
え
再

度
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
下
田
土
木
事
務
所
に
側

道
橋
の
設
置
に
つ
い
て
投
げ

か
け
を
し
た
際
、
増
設
は
困

難
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
今

後
学
校
の
統
合
な
ど
も
踏
ま

え
、
地
域
や
人
の
流
れ
、
町

並
み
が
変
わ
っ
て
い
く
と
考

え
る
が
、
現
状
は
そ
こ
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
状
況
が
変

わ
り
次
第
、
地
域
の
方
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
適
切
な
対

老朽化が進んでいるため
統合して新しい校舎へ

Ｑ

Ａ
小中一貫校完成まで統合はしないのか
選択肢の一つとして段階的な統合も検討する

　
　
令
和
４
年
の
答
申
を
受

け
、
今
ま
で
統
合
に
向
け
た

基
本
方
針
な
ど
聞
こ
え
て
来

な
い
が
。

　
　
こ
れ
ま
で
学
校
教
育
環

境
整
備
委
員
会
で
、
教
育
の

考
え
方
や
そ
の
具
体
的
な
方

策
な
ど
を
、
基
本
構
想
に
関

わ
る
部
分
を
十
分
検
討
い
た

だ
い
た
。
答
申
を
踏
ま
え
、

基
本
構
想
、
実
行
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。
計
画
策
定
に

お
い
て
は
専
門
家
の
知
見
な

ど
念
頭
に
置
き
な
が
ら
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検

討
し
て
い
く
。

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

　
　
基
本
方
針
そ
の
他
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
い
つ
ま
で
に
行

う
の
か
。

　
　
基
本
構
想
は
用
地
が
確

定
し
た
段
階
で
作
成
。
そ
こ

か
ら
基
本
計
画
な
ど
進
め
て

い
く
。

　
　
統
合
は
行
わ
な
い
と
い

け
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
か
。

　
　
児
童
、
生
徒
数
の
減
少

を
考
え
る
と
今
の
ま
ま
だ
と

令
和
16
年
ご
ろ
に
複
式
学
級

に
な
る
た
め
、
統
合
は
必
要

と
考
え
る
。
ま
た
、
財
政
面

か
ら
も
４
校
建
て
替
え
は
現

実
的
で
は
な
い
。

　
　
測
量
設
計
調
査
後
、
一

貫
校
の
候
補
地
は
変
更
に
な

る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
全
て
の
可
能
性
を
排
除

す
る
わ
け
で
は
無
い
が
現
在

で
は
熱
川
中
学
校
が
最
適
と

考
え
て
い
る
。

　
　
小
中
一
貫
校
完
成
ま
で

統
合
し
な
い
の
か
。
段
階
的

な
統
合
の
検
討
は
。

　
　
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

段
階
的
な
統
合
も
検
討
す
る
。

非住宅建物まで
支援の拡大は

Ｑ

Ａ
リフォーム振興事業への認識は
毎年の実施上からも意義のある事業だ

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

　
　
補
助
対
象
を
住
宅
に
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振
興
事
業
」

と
し
な
い
理
由
は
。

　
　
創
設
当
初
か
ら
「
リ
フ

ォ
ー
ム
振
興
事
業
」
と
い
う

名
称
を
使
用
し
て
い
る
。
一

方
補
助
金
の
交
付
要
綱
で
は

「
東
伊
豆
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
振
興
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
」
と
な
っ
て
い
る
が
特
に

深
い
理
由
は
な
い
。

　
　
非
住
宅
を
補
助
対
象
と

し
て
い
な
い
理
由
は

　
　
事
業
の
一
番
の
目
的
は

町
民
の
快
適
な
住
環
境
の
充

実
を
図
り
、
幸
福
度
を
向
上

さ
せ
る
事
で
あ
る
。

　
一
方
、
店
舗
等
非
住
宅
に

つ
い
て
は
、
考
え
方
と
し
て

は
経
済
対
策
的
な
意
味
合
い

が
強
く
な
る
の
で
、
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
な
ど

既
に
あ
る
国
・
県
の
補
助
制

度
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
。

　
　
非
住
宅
ま
で
支
援
対
象

を
拡
大
す
る
考
え
は
。

　
　
昨
年
度
の
補
助
金
は
97

件
で
一
千
万
円
を
超
え
て
お

り
、
制
度
ス
タ
ー
ト
か
ら
20

年
経
過
し
て
い
る
が
人
気
の

事
業
で
、
毎
年
補
正
対
応
を

図
っ
て
い
る
。
補
助
対
象
を

拡
大
す
る
事
は
簡
単
な
問
題

で
は
な
い
が
事
業
者
支
援
は

必
要
と
の
認
識
も
あ
る
。
必

要
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
柔

軟
な
対
応
の
検
討
も
必
要
と

感
じ
て
い
る
が
、
先
ほ
ど
説

明
し
た
国
・
県
の
補
助
制
度

を
組
み
合
わ
せ
た
活
用
の
考

え
も
持
っ
て
も
ら
え
ば
と
考

え
る
。

応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
国
道
の
山
側
の
路
側
帯

が
狭
く
往
来
が
危
険
な
状
況

だ
。

　
　
下
り
車
線
側
は
側
道
橋

の
前
後
に
片
側
歩
道
と
い
う

形
で
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
歩
行
者
の
動
線
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
上
り
車
線
側

は
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
歩
行
者
の
動
線
確
保
の

観
点
か
ら
も
大
き
な
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
仮
に
側
道
橋
の
設
置
を

検
討
す
る
場
合
、
現
段
階
で

事
業
費
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
か

る
か
。
ま
た
、
国
、
県
、
町

の
負
担
割
合
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
令
和
４
年
度
の
試
算
で

４
億
５
千
万
円
、
現
在
の
相

場
で
６
億
８
千
万
円
ほ
ど
に

な
る
と
推
測
。
ま
た
側
道
橋

前
後
の
歩
道
整
備
が
重
要
で

あ
り
、
そ
こ
に
も
多
大
な
事

業
費
が
必
要
。
負
担
割
合
に

つ
い
て
は
事
業
に
よ
り
補
助

要
件
が
異
な
る
の
で
現
段
階

で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

ＱＡＱＡ
　

ＡＡ Ｑ Ｑ

ＱＡ

Ａ ＱＡ ＱＡ ＱＡ Ｑ

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

ＱＡ
　

ＱＡ
　

Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ
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ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
町民の声をもっと聴いては
学校統合では町民の声を反映させた

Ｑ

Ａ
統合までの子供たちをどうするのか
統合前でもやれることもあると考え検討したい

みんなで楽しく
学べる環境を

　
　
地
域
活
性
化
の
３
要
素

「
よ
そ
者
、
若
者
、
馬
鹿
者
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
岩
井
町
長

は
い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
者
」
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
は
新

し
い
視
点
で
見
る
こ
と
や
当
た

り
前
の
価
値
見
直
し
な
ど
が
出

来
る
。
一
方
で
、
町
民
の
生
業

や
特
に
高
齢
者
の
暮
ら
し
な
ど

に
つ
い
て
は
見
聞
が
足
り
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。
皆
で
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
も
町
民
と

の
対
話
す
る
場
を
積
極
的
に
設

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長
と
語
ろ
う
町
づ
く
り

の
会
、
白
田
片
瀬
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
検
討
会
議
、
観
光
ま
ち

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

伊豆縦貫自動車道の
概要図

　
　
早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
、

町
と
し
て
独
自
の
要
望
活
動
等
の

実
施
は
。

　
　
６
つ
の
期
成
同
盟
会
に
て
合

同
で
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
合
同
で
あ
る
が
要
望

活
動
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き

た
い
。

　
　
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
向
け
て
予

算
の
確
保
以
外
に
重
要
な
課
題
は
。

　
　
明
確
な
答
え
は
な
い
が
今
や

れ
る
こ
と
は
、
建
設
発
生
土
を
近

隣
市
町
で
受
け
入
れ
る
こ
と
で
処

分
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
、
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

地
域
が
連
携
し
て
受
け
入
れ
態
勢

賑わいを見せる
港の朝市

Ｑ

Ａ
「港の朝市」をどう見ているか
東伊豆町にとって大切な観光スポットである

　
　「
港
の
朝
市
」
を
利
用
者

の
視
点
で
み
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　「
港
の
朝
市
」
は
平
成
９

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
東
伊
豆
町

を
訪
れ
る
お
客
様
に
と
っ
て

立
ち
寄
る
べ
き
観
光
の
目
的

地
と
し
て
定
着
を
し
て
い
る
。

利
用
者
目
線
か
ら
み
た
場
合
、

駐
車
場
の
１
階
部
分
な
の
で

少
し
薄
暗
く
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
か
な
と
い
う
印
象
は
あ

る
。
ま
た
看
板
の
整
備
な
ど
で

目
立
つ
よ
う
に
し
て
は
い
る

が
、
道
路
側
か
ら
は
見
え
な
い

た
め
、
会
場
内
の
雰
囲
気
が
う

か
が
え
な
い
と
い
っ
た
印
象

　
　
学
校
間
の
交
流
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
計
画
や
活
動
と

し
て
実
現
し
た
事
、
現
在
検
討

中
の
事
は
あ
る
か
。

　
　
交
流
活
動
は
大
変
重
要
で

は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
教
育

活
動
の
手
段
で
あ
る
。
授
業
時

数
の
確
保
が
最
優
先
事
項
と

な
っ
て
い
る
中
、
新
た
な
行
事

等
を
企
画
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
は
あ
る
が
、
今
年
度
は

中
学
校
に
お
い
て
合
同
の
音
楽

発
表
会
を
９
月
に
行
う
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
合
同
事
業
や
目
的

地
を
同
じ
に
し
た
遠
足
の
実
施

町長と語ろう
まちづくりの会

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

を
整
え
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
。

　
　
各
市
町
で
受
入
れ
が
進
む
建

設
発
生
土
に
つ
い
て
町
の
予
定

は
。

　
　
県
営
の
中
山
間
地
域
農
業
農

村
総
合
整
備
事
業
で
稲
取
地
区
の

二
か
所
に
基
盤
整
備
を
予
定
。
一

か
所
目
は
、
小
杉
山
工
区
（
最
終

処
分
場
西
側
）に
４
万
㎥
・
0.9
　
、

２
か
所
目
は
、
中
川
工
区
（
東
電

稲
取
変
電
所
山
側
）
に
４
万
９
千

㎥
・
1.3
　
に
農
地
を
整
備
。

　
　
田
中
見
高
集
落
道
の
計
画
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
河
津
町
の
敷
地
内
の
事
業
で

あ
る
が
、
当
町
と
し
て
も
重
要
な

路
線
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
整
備
計
画
を
進
め
る
た

め
に
河
津
町
と
協
力
し
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

等
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
き
た

い
。

　
　
一
定
の
人
数
が
確
保
さ
れ

た
環
境
で
子
供
の
関
わ
り
合
い

を
重
視
し
た
教
育
を
進
め
る
こ

と
が
統
合
の
目
的
で
あ
り
、
こ

れ
が
早
急
に
叶
わ
な
い
の
で
あ

れ
ば
実
現
ま
で
の
間
、
そ
れ
に

代
替
す
る
も
の
を
用
意
し
、
子

供
た
ち
の
教
育
環
境
を
少
し
ず

つ
で
も
整
備
し
て
い
く
考
え
方

も
必
要
と
思
う
が
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
活
動
も
様
々

な
提
案
を
も
と
に
先
生
方
が
苦

労
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
現
実
的
に
難
し
い
部
分
は

あ
る
が
い
ろ
い
ろ
考
え
て
は
い

き
た
い
。

　
　
賀
茂
地
区
の
将
来
を
考
え

た
場
合
、
学
校
間
の
交
流
活
動

は
必
ず
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。
現
在
の
学
校
環
境
の
中
で

も
地
域
を
越
え
た
交
流
の
知
見

を
深
め
る
と
い
う
考
え
方
も
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
行
政
と
し
て
も
、
子
供
た

ち
の
た
め
に
や
れ
る
こ
と
は

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

づ
く
り
等
、
各
テ
ー
マ
ご
と
の

議
論
、
検
討
の
場
で
深
掘
り
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
結

果
的
に
産
業
関
係
者
と
の
意
見

交
換
が
多
く
な
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の

で
、
今
年
度
は
あ
じ
さ
い
学
級

で
意
見
を
伺
う
な
ど
、
高
齢
者

の
日
常
生
活
に
つ
い
て
聞
い
た

り
、
情
報
発
信
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
　
町
長
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
会
っ
た
こ
と
が
な
い
と
の

町
民
の
声
を
良
く
聞
く
。
役
場

の
Ｏ
Ｂ
で
も
町
は
何
を
や
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

と
言
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
学

校
統
合
で
は
全
員
協
議
会
で
受

け
た
説
明
か
ら
少
し
変
わ
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
た
。
町
民
の

声
を
聞
き
、
対
応
し
た
の
で
は

な
い
か
。

　
　
課
題
解
決
の
た
め
に
町
民

と
一
緒
に
同
じ
方
向
を
向
い
て

や
っ
て
い
き
た
い
。
説
明
が
足

り
て
い
な
い
所
は
努
力
し
た

い
。
学
校
統
合
で
は
、
町
民
の

声
を
聞
い
て
反
映
さ
せ
た
。

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

ＱＡ

ＱＡＱＡ

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
会
場
内
の
整
備
の
考
え
は
。

　
　
建
設
の
目
的
は
あ
く
ま

で
も
駐
車
場
な
の
で
、
構
造

的
な
部
分
や
規
制
も
あ
る
た

め
、
そ
の
辺
り
に
注
意
し
な

が
ら
要
望
に
応
え
て
い
き
た

い
。
今
後
運
営
委
員
会
の
方
々

と
話
し
合
い
、
意
見
を
伺
い
な

が
ら
協
力
、
応
援
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

　
　「
港
の
朝
市
」
が
あ
る
程

度
の
店
舗
数
を
維
持
し
て
更

に
活
性
化
で
き
る
よ
う
な
仕

掛
け
が
で
き
な
い
か
。

　
　
施
設
整
備
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
的
な
意
味
付
け
の
仕

方
、「
港
の
朝
市
」
に
出
店
し
、

い
い
成
績
を
収
め
た
場
合
に

は
町
の
中
に
展
開
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い

う
形
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ａ Ｑ

ＱＡＡ Ｑ

稲
いな

葉
ば

　義
よし

仁
ひと

議員

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

伊豆縦貫自動車道事業に伴う町の役割は
要望活動をしっかりとやっていきたい

Ｑ

Ａ

ha

ha

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
と
は

起
業
者
の
事
業
拡
大
や
成
功
を

支
援
す
る
目
的
の
も
と
、
通
常

よ
り
も
安
価
な
賃
料
で
提
供
さ

れ
る
施
設
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　今回は、柿沼悠子さんが奈良本に移住してきたこと
を機会に結成し、東伊豆町立図書館を中心に活動して
いる人形劇団「あしたば」の30年間の活動について
伺ってきました。

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
７
年
７
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

栗
原
京
子

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

稲
葉
義
仁

笠
井
政
明

山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

栗
原
京
子

山
田
直
志

編集後記
　
本
定
例
会
の
一
般
質
問

で
は
、
４
名
が
学
校
統
合

を
は
じ
め
と
し
た
教
育
関

連
の
課
題
を
取
り
あ
げ

た
。
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
11
月
に
小
中

一
貫
教
育
研
究
会
に
よ
り
目
指

す
方
向
が
規
定
さ
れ
て
以
来
、

５
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

翌
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、

町
の
お
か
れ
た
状
況
も
大
き
く

変
化
し
た
と
い
う
事
情
は
あ
る

も
の
の
、「
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
」
と
い
う
印
象
を
受
け
た
と

し
て
も
否
定
で
き
な
い
。
今
か

ら
取
り
組
め
る
事
、
段
階
的
に

取
り
組
む
事
を
し
っ
か
り
整
理

し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り

そ
う
い
っ
た
印
象
を
払
拭
し
、

今
い
る
子
供
た
ち
が
よ
り
良
い

環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
稲
葉
）

天狗のくれたはさみ石

　
川
崎
に
住
ん
で
い
る
頃
か

ら
人
形
劇
の
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
。
当
町
へ
移
住
し
て

子
供
達
に
本
物
の
人
形
劇
を

見
せ
て
あ
げ
た
い
と
図
書
館

で
人
形
劇
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
大
好
評
。
そ
の
当
時
に
幼

稚
園
児
を
連
れ
て
観
に
き
た

お
母
さ
ん
達
が
今
で
は
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
り
、
お
孫
さ
ん

達
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
平
成
８
年

か
ら
現
在
ま
で
約
30
年
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
と
な
れ
ば

そ
の
名
の
と
お
り
だ
と
感
心

し
ま
す
が
、発
足
当
時
、「
今

日
摘
ん
で
も
明
日
に
は
芽
が

代表の柿沼悠子さん

︱
い
つ
頃
か
ら
ど
ん
な
方
々

で
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

︱
ど
ん
な
思
い
で
開
催
し
て

い
ま
す
か
。

　
一
番
の
理
解
者
は
、
拠
点

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
の
町
の
図
書
館
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
練
習
場
所
の
提

供
か
ら
倉
庫
ま
で
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
又
、

長
年
サ
ー
ク
ル
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
皆
様
に
も
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
の

午
後
２
時
か
ら
４
時
に
図
書

館
２
階
で
練
習
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
わ

い
た
方
、
参
加
し
て
み
た
い

方
は
是
非
見
に
来
て
下
さ

い
。
大
歓
迎
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

で
て
く
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
生
命
力
の
強
い
植
物
「
あ

し
た
ば
」
に
想
い
を
込
め
て

人
形
劇
団
「
あ
し
た
ば
」
と

命
名
し
ま
し
た
。
現
在
は
11

人
で
活
動
し
て
お
り
、物
語・

脚
本
は
、
今
は
亡
き
主
人
が

地
元
に
残
る
民
話
を
題
材
に

製
作
し
た
も
の
で
、
舞
台
・

人
形
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
全
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
す
。
代
表
的
な
作

品
は
「
天
狗
の
く
れ
た
は
さ

み
石
」
で
、
他
に
も
初
め
て

の
作
品
「
太
田
の
大
ガ
ニ
」

を
は
じ
め
「
築
城
石
物
語
」、

「
ひ
な
の
つ
る
し
飾
り
」
等

が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
で
年 手作りの人形たち

に
１
回
、町
民
文
化
祭
で
は
、

毎
年
公
演
し
て
い
ま
す
。
平

成
12
年
に
は
、
広
島
で
開
催

さ
れ
た
国
民
文
化
祭
で
静
岡

県
の
代
表
と
し
て
出
演
も
し

ま
し
た
。


